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【手続補正書】
【提出日】平成31年2月19日(2019.2.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ａ１　≧５０～≦１００重量部の、≧１５０ｍｇＫＯＨ／ｇ～≦３００ｍｇＫＯＨ／ｇ
のＤＩＮ５３２４０に従った水酸基価を有する少なくとも１種のポリエーテルカーボネー
トポリオール、
　Ａ２　≦５０～≧０重量部の、≧２０ｍｇＫＯＨ／ｇ～≦２５０ｍｇＫＯＨ／ｇのＤＩ
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Ｎ５３２４０に従った水酸基価を有し、かつ、カーボネート単位を含まない少なくとも１
種のポリエーテルポリオール、
　Ａ３　成分Ａ１およびＡ２の重量部合計に対して０．５～２５重量部の水および／また
は物理的噴射剤、
　Ａ４　成分Ａ１およびＡ２の重量部合計に対して０～１０重量部の少なくとも１種の酸
化防止剤、
　Ａ５　成分Ａ１およびＡ２の重量部合計に対して０～１０重量部のアジュバントおよび
添加剤、
を含む成分Ａと、
　Ｂ　２，４－および／もしくは２，６－ＴＤＩならびに／または２，４－および／もし
くは２，６－ＴＤＩから誘導された修飾ポリイソシアネート、あるいは、これらのイソシ
アネートと他のジおよび／もしくはポリイソシアネートとの混合物であるジおよび／また
はポリイソシアネート
を含む成分Ｂとの反応により粘弾性ポリウレタンフォームを製造する方法であって、
　成分Ａと成分Ｂとの反応を、７０～１３０のイソシアネートインデックスにおいて実行
し、前記重量部Ａ１＋Ａ２の合計が前記組成物中１００になるように成分Ａ１～Ａ５の全
重量部データを増減する、方法。
【請求項２】
　成分Ａ４が、成分Ａ４．１として、アミノ基を含まない酸化防止剤を、成分Ａ１および
Ａ２の前記重量部合計に対して０．０２～５．０重量部含有し、成分Ａ４．２として、１
種以上のアミノ基を有する少なくとも１種の化合物を含んでなる酸化防止剤を、成分Ａ１
およびＡ２の前記重量部合計に対して０．０２～５．０重量部含有し、成分Ａ１の総含有
量が、成分Ａ１およびＡ２の前記重量部合計に対して特に０．０４～１０．０重量部であ
ることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の方法により得られる、ポリウレタン軟質フォーム。
【請求項４】
　椅子張り、編織物インレイ、マットレス、カーシート、ヘッドレスト、アームレスト、
スポンジ、ルーフライナーなどの自動車パーツ用途のフォームホイル、ドアクラッド、シ
ートカバーおよび建築用構成部材の製造のための、請求項３に記載のポリウレタン軟質フ
ォームの使用。
【請求項５】
　粘弾性ポリウレタンフォームの製造のための、≧１５０ｍｇＫＯＨ／ｇ～≦３００ｍｇ
ＫＯＨ／ｇのＤＩＮ５３２４０に従った水酸基価を有する少なくとも１種のポリエーテル
カーボネートポリオールＡ１、および≧２０ｍｇＫＯＨ／ｇ～≦２５０ｍｇＫＯＨ／ｇの
ＤＩＮ５３２４０に従った水酸基価を有し、カーボネート単位を含まない少なくとも１種
のポリエーテルポリオールＡ２を含んでなるか、またはからなるポリオール成分の使用で
あって、
　前記ポリオール成分が前記ポリエーテルカーボネートポリオールＡ１を≧５０～≦１０
０重量％および前記ポリエーテルポリオールＡ２を≦５０～≧０重量％含有する、使用。
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